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ソ
ー
シ
ャ
ル
イ
ン
パ
ク
ト
ボ
ン
ド
と
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ

松
尾　

順
介

は
じ
め
に

近
年
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
イ
ン
パ
ク
ト
ボ
ン
ド
（
以
下
、
Ｓ
Ｉ
Ｂ
）
に
つ
い
て
内
外
の
関
心
が
高
ま
っ
て
お
り
、
国
内
で
も
様
々
な
取

り
組
み
が
導
入
さ
れ
て
い
る
。
特
に
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
や
Ｅ
Ｓ
Ｇ
投
資
へ
の
注
目
が
高
ま
る
と
と
も
に
、
行
政
コ
ス
ト
削
減
と
い
う
課
題

が
浮
上
し
て
い
る
現
況
は
、
今
後
も
Ｓ
Ｉ
Ｂ
の
取
り
組
み
を
促
進
す
る
背
景
と
な
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
拙
稿
﹇
二
〇

一
三
ａ
﹈﹇
二
〇
一
三
ｂ
﹈﹇
二
〇
一
五
﹈
で
も
指
摘
し
た
よ
う
に
、
投
資
ス
キ
ー
ム
と
し
て
の
Ｓ
Ｉ
Ｂ
に
関
し
て
は
、
課
題
も
多
い

と
思
わ
れ
る
。

そ
の
よ
う
な
中
で
、
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
利
用
し
た
Ｓ
Ｉ
Ｂ
が
国
内
で
組
成
さ
れ
、
資
金
調
達
に
成
功
し
た
こ
と
は
注

目
さ
れ
、
今
後
の
Ｓ
Ｉ
Ｂ
普
及
の
ブ
レ
ー
ク
ス
ル
ー
と
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

本
稿
で
は
、
国
内
外
の
Ｓ
Ｉ
Ｂ
の
現
況
を
概
観
し
た
上
で
、
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
よ
る
Ｓ
Ｉ
Ｂ
の
導
入
事
例
を
考
察
し
、

今
後
を
展
望
す
る
。

１　

海
外
の
取
り
組
み

ま
ず
、
Ｓ
Ｉ
Ｂ
の
海
外
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
非
営
利
組
織
で
あ
る
、Social Finance

が
デ
ー
タ
を
集
計
し
、

公
表
し
て
い
る
。
同
組
織
は
、
政
府
、
公
共
部
門
、
資
金
提
供
者
と
協
力
し
て
、
様
々
な
社
会
問
題
の
解
決
の
た
め
の
投
資
ス
キ
ー
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ム
を
設
計
・
提
案
し
、
投
資
の
促
進
を
目
指
し
て
お
り
、
Ｓ
Ｉ
Ｂ
も
そ
の
一
環
で
あ
る

（
１
）。

同
組
織
の
公
表
デ
ー
タ
に
よ
る
と
、
一
三
八
案
件
が
導
入
済
み
で
あ
り
、
総
額
四
四
一
百
万
ド
ル
、
取
り
組
み
対
象
者
一
七
一
万

一
九
〇
二
名
に
対
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
計
画
中
の
案
件
は
、
六
九
案
件
と
さ
れ
て
い
る

（
２
）。

ま
ず
、
国
別
で
は
、
導
入
済
み
案
件
は
、
イ
ギ
リ
ス
四
七
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
二
六
、
オ
ラ
ン
ダ
一
一
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
一
〇
、

フ
ラ
ン
ス
五
、
カ
ナ
ダ
四
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
四
、
イ
ス
ラ
エ
ル
三
、
ド
イ
ツ
三
、
日
本
三
、
イ
ン
ド
三
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
二
、
ベ
ル
ギ
ー

二
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
二
、
韓
国
二
、
チ
リ
一
、
南
ア
フ
リ
カ
一
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
一
、
ウ
ガ
ン
ダ
一
、
カ
メ
ル
ー
ン
一
、
ス
イ
ス

一
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
一
、
コ
ン
ゴ
一
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
一
、
オ
ー
ス
ト
リ
ー
一
、
ペ
ル
ー
一
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
計
画
中
は
、

カ
ナ
ダ
六
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
四
、
イ
ス
ラ
エ
ル
四
、
イ
ギ
リ
ス
三
、
フ
ラ
ン
ス
三
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
三
、
日
本
三
、
チ
リ
三
、
ブ
ラ

ジ
ル
三
、
メ
キ
シ
コ
三
、
南
ア
フ
リ
カ
三
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
三
、
イ
ン
ド
二
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
二
、
ウ
ガ
ン
ダ
二
、
カ
メ
ル
ー
ン
二
、

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
二
、
ス
ペ
イ
ン
二
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
一
、
ベ
ル
ギ
ー
一
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
一
、
韓
国
一
、
ス
イ
ス
一
、
ア
イ

ル
ラ
ン
ド
一
、
パ
レ
ス
チ
ナ
一
、
イ
タ
リ
ア
一
、
コ
ス
タ
リ
カ
一
、
デ
ン
マ
ー
ク
一
、
モ
ロ
ッ
コ
一
、
エ
ク
ア
ド
ル
一
、
エ
ス
ト
ニ

ア
一
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
一
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
一
、
モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
一
と
な
っ
て
お
り
、
当
初
は
英
米
が
中
心
で
あ
っ
た
が
、
現
在
は
広

範
な
国
々
に
広
が
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

次
に
、
取
り
組
み
の
内
訳
を
見
る
と
、
導
入
済
み
案
件
は
、
就
業
支
援
四
四
、
住
宅
・
ホ
ー
ム
レ
ス
支
援
二
三
、
健
康
改
善
支
援

二
二
、
子
供
お
よ
び
家
庭
支
援
二
〇
、
教
育
お
よ
び
幼
少
期
支
援
一
四
、
刑
法
犯
更
正
支
援
一
二
、
貧
困
お
よ
び
環
境
対
策
三
と
な
っ

て
い
る
。
ま
た
、
計
画
中
は
、
就
業
支
援
一
六
、
健
康
改
善
支
援
一
二
、
子
供
お
よ
び
家
庭
支
援
一
一
、
成
人
に
対
す
る
複
合
的
支

援
八
、
刑
法
犯
更
正
支
援
七
、
教
育
お
よ
び
幼
少
期
支
援
三
、
住
宅
・
ホ
ー
ム
レ
ス
支
援
二
、
そ
の
他
一
〇
と
な
っ
て
い
る
。
英
米
の

Ｓ
Ｉ
Ｂ
に
関
し
て
は
、
拙
稿
﹇
二
〇
一
三
ａ
﹈﹇
二
〇
一
三
ｂ
﹈
で
も
紹
介
し
た
よ
う
に
、
刑
務
所
の
受
刑
者
に
対
す
る
再
犯
防
止
プ
ロ
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グ
ラ
ム
の
実
施
事
例
が
先
駆
的
な
事
例
と
さ
れ
て
い
る
が
、
現
在
で
は
取
り
組
み
内
容
の
多
様
化
が
進
展
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る

（
３
）。

な
お
、
投
資
家
は
、
財
団
な
ど
が
中
心
で
あ
る
が
、
実
施
済
み
案
件
で
は
、
四
一
の
機
関
が
投
資
を
行
っ
て
い
る
。

２　

国
内
の
取
り
組
み

国
内
で
の
Ｓ
Ｉ
Ｂ
導
入
の
先
駆
的
事
例
と
し
て
は
、
二
〇
一
七
年
に
導
入
さ
れ
た
、
八
王
子
市
に
お
け
る
大
腸
が
ん
検
診
に
お
け

る
受
診
率
・
精
密
検
査
受
診
率
向
上
事
業

（
４
）お

よ
び
神
戸
市
に
お
け
る
糖
尿
病
性
腎
症
等
の
重
症
化
予
防
事
業
が
挙
げ
ら
れ
る
。
後
者

に
つ
い
て
は
、
神
戸
市
の
公
表
資
料
に
よ
る
と
、
神
戸
市
か
ら
委
託
さ
れ
た
株
式
会
社
Ｄ
Ｐ
Ｐ
ヘ
ル
ス
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
が
受
診
勧
奨

お
よ
び
保
健
指
導
を
実
施
し
、
三
井
住
友
銀
行
、
個
人
投
資
家
（
予
定
）、
一
般
財
団
法
人
社
会
的
投
資
推
進
財
団
が
資
金
提
供
を

行
う
と
と
も
に
、
Ｓ
Ｍ
Ｂ
Ｃ
信
託
銀
行
は
資
金
調
達
の
た
め
の
信
託
機
能
を
提
供
す
る
。
ま
た
、
一
般
財
団
法
人
社
会
的
投
資
推
進

財
団
は
中
間
支
援
組
織
と
し
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
管
理
運
営
等
の
支
援
を
実
施
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る

（
５
）。

ま
た
、
こ
の
ス
キ
ー
ム

の
要
点
は
以
下
で
あ
る

（
６
）。

事
業
目
的
：
糖
尿
病
性
腎
症
等
の
ス
テ
ー
ジ
の
進
行
お
よ
び
人
工
透
析
へ
の
移
行
の
予
防

事
業
内
容
：
①
未
受
診
お
よ
び
治
療
中
断
中
の
ハ
イ
リ
ス
ク
者
計
一
〇
〇
人
を
対
象
、
②
受
診
勧
奨
お
よ
び
食
事
療
法
等
の
保
健

指
導
を
実
施
し
、
対
象
者
の
医
療
機
関
へ
の
受
診
お
よ
び
生
活
習
慣
の
改
善
を
通
じ
て
、
重
症
化
を
予
防
、
③
保
健
指
導
プ
ロ
グ
ラ

ム
修
了
率
、
生
活
習
慣
改
善
率
お
よ
び
腎
機
能
低
下
抑
制
率
を
成
果
指
標
と
し
て
委
託
料
を
支
払
う

事
業
費
：
約
二
四
〇
〇
万
円
（
予
定
額
、
税
抜
き
）

事
業
期
間
：
二
〇
一
七
年
七
月
〜
二
〇
二
〇
年
三
月
（
三
年
間
）、
う
ち
二
〇
一
七
年
七
月
〜
二
〇
一
八
年
三
月
：
保
健
指
導
業

務
を
行
う
事
業
実
施
期
間
、
二
〇
一
八
年
四
月
〜
二
〇
二
〇
年
三
月
：
評
価
業
務
を
行
う
評
価
期
間
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期
待
さ
れ
る
便
益
：
①
市
民
の
ク
オ
リ
テ
ィ
・
オ
ブ
・
ラ
イ
フ
の
向
上
、
②
治
療
に
か
か
る
医
療
費
の
適
正
化
、
③
死
亡
し
た
り

通
院
・
入
院
し
た
り
す
る
こ
と
で
、
労
働
が
で
き
な
い
こ
と
に
よ
る
逸
失
所
得
の
削
減

ま
た
、
八
王
子
市
で
も
大
腸
が
ん
検
診
受
診
率
向
上
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
導
入
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
こ
の
案
件
の
事
業
者
は
、
後
出

の
株
式
会
社
キ
ャ
ン
サ
ー
ス
キ
ャ
ン
で
あ
り
、
同
社
は
二
〇
一
八
年
度
の
成
果
目
標
を
達
成
し
、
初
回
の
成
果
連
動
型
支
払
い
が
実

行
さ
れ
た

（
７
）。

他
方
、
国
内
の
取
り
組
み
と
し
て
は
、
事
業
と
し
て
Ｓ
Ｉ
Ｂ
に
取
り
組
む
民
間
企
業
が
登
場
し
、
活
動
し
て
い
る
こ
と
も
注
目
さ

れ
る
。
こ
の
会
社
は
、
ケ
イ
ス
リ
ー
株
式
会
社
で
、
二
〇
一
六
年
設
立
、
本
店
：
沖
縄
県
那
覇
市
、
本
社
：
東
京
都
渋
谷
区
恵
比
寿

西
で
あ
る

（
８
）。

同
社
は
、「
経
済
性
と
公
益
性
を
兼
ね
備
え
た
事
業
づ
く
り
に
挑
戦
し
続
け
る
」
を
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
し
て
お
り
、
そ
の

事
業
内
容
は
、「
先
端
技
術
を
取
り
入
れ
た
社
会
的
イ
ン
パ
ク
ト
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
や
成
果
連
動
型
官
民
連
携
な
ど
成
果
向
上
に
向

け
た
手
法
の
研
究
開
発
・
導
入
支
援
」
お
よ
び
「
Ｅ
Ｂ
Ｐ
Ｍ
の
実
装
に
向
け
たGovT

ech

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
プ
ロ
ダ
ク
ト
の
開
発
」

と
な
っ
て
お
り
、
具
体
的
に
は
、
以
下
の
三
つ
を
柱
と
し
て
い
る
。

①　

Ｓ
Ｉ
Ｂ
関
連
の
提
供
サ
ー
ビ
ス
：
中
間
支
援
組
織
と
し
て
の
Ｓ
Ｉ
Ｂ
を
含
む
成
果
連
動
型
委
託
契
約
の
導
入
支
援
か
ら
市
場
創

出
・
拡
大
に
向
け
た
調
査
・
普
及
啓
発
活
動
ま
で
幅
広
く
支
援
し
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
中
間
支
援
組
織
と
し
て
、
Ｓ
Ｉ
Ｂ
な

ど
の
ス
キ
ー
ム
を
検
討
し
、
利
害
関
係
者
と
の
調
整
、
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
候
補
や
民
間
資
金
提
供
者
候
補
に
対
す
る
事
前
交
渉
な

ど
を
踏
ま
え
、
現
実
的
か
つ
効
果
的
な
モ
デ
ル
の
組
成
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
成
果
指
標
・
測
定
方
法
等
の
評
価
設
計
か
ら
デ
ー

タ
収
集
・
分
析
や
評
価
等
を
支
援
す
る

（
９
）。

②　

社
会
的
イ
ン
パ
ク
ト
投
資
関
連
の
提
供
サ
ー
ビ
ス
：
社
会
的
イ
ン
パ
ク
ト
投
資
に
必
要
な
非
財
務
的
指
標
の
測
定
に
関
す
る
設

計
や
測
定
な
ど
を
行
う
と
と
も
に
、
社
会
的
イ
ン
パ
ク
ト
投
資
に
関
す
る
調
査
・
研
究
の
サ
ポ
ー
ト
（
ヒ
ア
リ
ン
グ
等
の
実
地
に
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基
づ
く
調
査
、
デ
ー
タ
収
集
に
よ
る
分
析
な
ど
）
を
行
う
。
前
出
の
Ｇ
８
社
会
的
イ
ン
パ
ク
ト
投
資
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
国
内
諮
問

委
員
会
﹇
二
〇
一
六
﹈
も
こ
の
業
務
の
一
環
で
あ
る）

10
（

。

③　

社
会
的
イ
ン
パ
ク
ト
評
価
関
連
の
提
供
サ
ー
ビ
ス
：
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
企
業
の
活
動
に
よ
る
「
社
会
的
イ
ン
パ
ク
ト
」
を
可
視
化
す
る

と
と
も
に
、
社
会
的
イ
ン
パ
ク
ト
の
拡
大
に
向
け
て
、
社
会
的
イ
ン
パ
ク
ト
を
事
業
改
善
や
経
営
判
断
に
活
用
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
た
、
社
会
的
イ
ン
パ
ク
ト
評
価
を
実
施
す
る
。
具
体
的
に
は
、
行
政
機
関
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
の
実
施
す
る
社
会
的
イ
ン
パ
ク
ト

事
業
に
対
す
る
助
言
的
支
援
を
行
う
。
さ
ら
に
、
社
会
的
イ
ン
パ
ク
ト
評
価
に
関
す
る
国
内
外
の
現
状
や
先
進
事
例
な
ど
を
踏
ま

え
、
新
た
な
手
法
の
研
究
や
導
入
課
題
な
ど
を
調
査
す
る）

11
（

。

同
社
は
、
二
〇
一
七
年
八
月
、
日
本
初
の
Ｓ
Ｉ
Ｂ
を
八
王
子
市
で
組
成
す
る
な
ど
、
こ
の
分
野
で
の
実
績
を
重
ね
る
と
と
も
に
、
本

稿
で
取
り
上
げ
た
、
日
本
初
の
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
利
用
し
た
Ｓ
Ｉ
Ｂ
案
件
に
も
中
間
支
援
組
織
と
し
て
参
加
し
て
い
る
。

な
お
、
同
社
の
代
表
取
締
役
Ｃ
Ｅ
Ｏ
の
幸
地
正
樹
氏
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
す
る
機
会
を
得
た
。
幸
地
氏
は
、
那
覇
市
の
出
身
で
あ
り
、

そ
の
こ
と
が
同
社
の
本
店
を
那
覇
市
に
置
い
て
い
る
理
由
だ
と
い
う
。
同
氏
は
、
Ｐ
ｗ
Ｃ
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
合
同
会
社
で
、
主
に

中
央
省
庁
や
地
方
自
治
体
な
ど
、
官
公
庁
の
戦
略
策
定
、
予
算
評
価
、
事
業
者
選
択
お
よ
び
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
オ
フ
ィ

ス
（
Ｐ
Ｍ
Ｏ
）
に
対
す
る
支
援
を
担
当
し
、
こ
の
部
門
で
約
一
〇
年
の
キ
ャ
リ
ア
を
重
ね
た
後
、
Ｐ
ｗ
Ｃ
を
ス
ピ
ン
ア
ウ
ト
し
、
ケ

イ
ス
リ
ー
を
二
〇
一
六
年
に
設
立
し
た
。
Ｐ
ｗ
Ｃ
在
職
中
、
日
本
財
団
の
Ｓ
Ｉ
Ｂ
導
入
や
経
産
省
の
取
り
組
み
に
参
加
し
た
こ
と
か

ら
、
Ｓ
Ｉ
Ｂ
に
対
す
る
関
心
を
高
め
た
こ
と
が
契
機
と
な
り
、
本
格
的
に
Ｓ
Ｉ
Ｂ
に
取
り
組
む
決
意
を
固
め
、
会
社
を
設
立
し
た
。

現
在
の
メ
ン
バ
ー
は
一
二
名
で
あ
り
、
そ
の
メ
ン
バ
ー
は
、
会
社
設
立
後
、
同
社
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
に
つ
い
て
ネ
ッ
ト
な
ど
で
情

報
を
得
て
、
そ
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
共
感
し
て
自
ら
応
募
し
て
き
た
人
た
ち
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
経
歴
も
多
様
で
あ
り
、
外
資
系

メ
ー
カ
ー
、
Ｉ
Ｔ
企
業
、
日
系
金
融
機
関
、
国
家
公
務
員
、
独
立
行
政
法
人
、
エ
ン
ジ
ェ
ル
投
資
家
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
教
員
な
ど
で
あ
る
。
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現
在
の
同
社
の
事
業
は
、
Ｓ
Ｉ
Ｂ
を
中
心
と
し
た
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
業
務
が
中
心
で
あ
り
、

主
な
委
嘱
元
は
経
済
産
業
省
、
厚
生
労
働
省
、
総
務
省
な
ど
の
中
央
省
庁
、
都
道
府
県
や
政

令
指
定
都
市
な
ど
の
地
方
自
治
体
、
大
手
民
間
企
業
お
よ
び
金
融
機
関
、
一
般
財
団
法
人
社

会
的
投
資
推
進
財
団
、
公
益
財
団
法
人
日
本
財
団
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
な
ど
で
あ
る
が
、
今
後
は

Ｓ
Ｉ
Ｂ
や
社
会
的
イ
ン
パ
ク
ト
評
価
等
の
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
事
業
だ
け
で
な
く
、
テ
ク
ノ

ロ
ジ
ー
を
活
用
し
た
、
様
々
な
業
務
展
開
を
計
画
し
て
い
る
。
Ｐ
ｗ
Ｃ
在
職
中
か
ら
行
政
機

関
の
予
算
に
つ
い
て
、
そ
の
不
効
率
性
を
認
識
し
て
お
り
、
そ
の
効
率
的
な
運
用
は
大
き
な

ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
で
あ
る
と
と
も
に
、社
会
的
な
ミ
ッ
シ
ョ
ン
で
あ
る
。Ｓ
Ｉ
Ｂ
に
限
ら
ず
、

様
々
な
仕
組
み
づ
く
り
が
可
能
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

３　

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
利
用
の
事
例

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
利
用
し
た
事
例
と
し
て
は
、
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
ー
ズ
の
運
営
す
る
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
・
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
「
セ
キ
ュ
リ
テ
」

で
募
集
さ
れ
た
、「
広
島
県
が
ん
検
診
推
進
Ｓ
Ｉ
Ｂ
フ
ァ
ン
ド
」
が
国
内
初
の
事
例
で
あ
る
と

思
わ
れ
る
。

ま
ず
、
同
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
で
は
、
Ｓ
Ｉ
Ｂ
の
ス
キ
ー
ム
を
下
記
の
よ
う
に
図
解
し
（
図

表
１
参
照
）、
Ｓ
Ｉ
Ｂ
を
「
営
業
者
と
な
る
民
間
事
業
者
が
成
果
に
応
じ
て
行
政
か
ら
報
酬
が

受
け
取
れ
る
契
約
で
受
託
し
た
事
業
に
対
し
て
出
資
を
行
う
新
た
な
金
融
手
法
」
と
定
義
し
、

図表１　SIBの一般的なスキーム

サービスの提供

行政 民間事業者

第三者評価機関 受益者

成果に応じた報酬

成果報酬に応じた分配

成果報酬に
応じた分配

匿名組合
契約出資

資金移動

報告 調査

セキュリテ

投資家

（出所）ミュージックセキュリティーズHP、https://www.securite.jp/sib（2020年１月20日、アクセス）
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Ｓ
Ｉ
Ｂ
が
必
要
と
さ
れ
る
背
景
と
し
て
、
少
子
高
齢
化
社
会
の
進
展
と
、
そ
れ
に
伴
う
財
政
悪
化
に
よ
る
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
低

下
を
挙
げ
て
い
る）

12
（

。

次
に
、
同
社
で
は
、
Ｓ
Ｉ
Ｂ
ス
キ
ー
ム
の
利
点
と
し
て
、
行
政
か
ら
業
務
を
委
託
さ
れ
る
民
間
企
業
の
契
約
が
成
果
連
動
型
で
あ

り
、
成
果
が
出
な
い
と
収
益
が
確
保
で
き
な
い
こ
と
、
通
常
は
単
年
度
の
委
託
が
多
い
行
政
の
事
業
を
複
数
年
度
に
ま
た
が
っ
て
受

託
で
き
る
こ
と
を
挙
げ
て
い
る）

13
（

。
つ
ま
り
、
受
託
企
業
が
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
を
最
大
化
す
る
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
与
え
る
と
と
も

に
、
中
長
期
的
な
計
画
で
業
務
を
遂
行
で
き
る
点
が
利
点
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
次
の
効
果
が
期
待
で
き
る
と
説
明
し
て
い

る）
14
（

。
①　

行
政
側
に
と
っ
て
は
、
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
と
と
も
に
、
行
政
コ
ス
ト
の
軽
減
と
い
う
効
果
が
期
待
で
き
る
。

②　

営
業
者
に
と
っ
て
は
、
複
数
年
度
に
わ
た
る
業
務
受
託
に
よ
る
、
事
業
実
施
の
効
率
化
や
合
理
化
が
期
待
で
き
る
と
と
も
に
、

事
業
に
共
感
を
寄
せ
る
投
資
家
か
ら
の
資
金
を
得
た
上
で
、
サ
ー
ビ
ス
の
成
果
を
最
大
化
す
る
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
も
得
る
こ
と
が

で
き
る
。

③　

投
資
家
に
と
っ
て
は
、
投
資
に
よ
る
経
済
的
リ
タ
ー
ン
（
金
銭
的
な
リ
タ
ー
ン
）
と
と
も
に
、
社
会
的
リ
タ
ー
ン
が
期
待
で
き

る
。
後
者
は
、
投
資
対
象
事
業
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
で
、
地
域
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
と
そ
れ
に
伴
う
生
活
の
質
が
高
ま

る
と
い
う
、
社
会
貢
献
的
な
リ
タ
ー
ン
を
指
し
て
お
り
、
金
銭
的
な
リ
タ
ー
ン
と
社
会
的
リ
タ
ー
ン
の
両
立
は
、
ダ
ブ
ル
ボ
ト
ム

ラ
イ
ン
投
資
と
位
置
付
け
ら
れ
る
。

④　

地
域
住
民
に
と
っ
て
は
、
当
該
事
業
の
成
果
に
よ
っ
て
、
生
活
の
質
向
上
な
ど
の
成
果
が
期
待
さ
れ
る
。

今
回
、
同
社
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
で
募
集
さ
れ
た
Ｓ
Ｉ
Ｂ
は
、「
広
島
県
が
ん
検
診
推
進
Ｓ
Ｉ
Ｂ
フ
ァ
ン
ド
」
で
あ
る
。
以
下

そ
の
ス
キ
ー
ム
を
概
観
す
る
。
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ま
ず
、
同
フ
ァ
ン
ド
の
主
な
募
集
要
項
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

本
匿
名
組
合
契
約
の
名
称
：
広
島
県
が
ん
検
診
推
進
Ｓ
Ｉ
Ｂ
フ
ァ
ン
ド
一

営
業
者
：
株
式
会
社
キ
ャ
ン
サ
ー
ス
キ
ャ
ン

取
扱
者
：
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
ズ
株
式
会
社

出
資
金
募
集
最
大
総
額
（
口
数
）：
六
六
三
万
円
（
二
二
一
口
）

出
資
金
募
集
最
低
総
額
：
―

申
込
単
位
（
一
口
あ
た
り
）：
三
万
一
五
〇
〇
円
／
口
（
内
訳
：
出
資
金
三
万
円　

取
扱
手
数
料
一
五
〇
〇
円
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
上
限
口
数
：
三
三
口
）

募
集
受
付
期
間
：
二
〇
一
八
年
一
一
月
三
〇
日
〜
二
〇
一
九
年
一
一
月
三
〇
日

※
こ
の
期
間
中
で
あ
っ
て
も
、
出
資
金
額
が
出
資
募
集
最
大
総
額
に
達
し
た
場
合
は
、
そ
の
と
き
を
も
ち
ま
し
て
出
資
の
募
集
を
終

了
す
る
。
ま
た
、
募
集
期
間
終
了
前
で
あ
っ
て
も
、
営
業
者
又
は
取
扱
者
の
判
断
に
よ
り
、
本
匿
名
組
合
契
約
の
募
集
を
終
了
す

る
場
合
が
あ
る
ほ
か
、
出
資
金
の
申
込
状
況
に
応
じ
て
、
最
大
六
ヵ
月
ま
で
募
集
期
間
を
延
長
す
る
こ
と
が
あ
る
。

会
計
期
間
：
二
〇
一
九
年
一
月
一
日
〜
二
〇
二
〇
年
一
二
月
三
一
日

契
約
期
間
：
本
匿
名
組
合
契
約
締
結
日
か
ら
会
計
期
間
終
了
日

決
算
日
：
第
一
回　

二
〇
一
九
年
一
二
月
三
一
日
、
報
告
日
：
二
〇
二
〇
年
二
月
二
九
日

　
　
　
　

第
二
回　

二
〇
二
〇
年
一
二
月
三
一
日
、
報
告
日
：
二
〇
二
一
年
三
月
一
日
、
分
配
日
：
二
〇
二
一
年
三
月
三
一
日

報
告
日
：
決
算
日
か
ら
六
〇
日
以
内

分
配
方
法
：
第
二
回
決
算
日
か
ら
九
〇
日
を
超
え
な
い
日
か
ら
随
時
引
き
出
し
可
能
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予
想
リ
ク
ー
プ
累
計
売
上
金
額
（
税
込
）：
六
六
三
万
円

な
お
、
同
フ
ァ
ン
ド
の
機
関
投
資
家
向
け
募
集
条
件
は
、
以
下
で
あ
る
。

出
資
金
募
集
最
大
総
額
（
口
数
）：
五
四
五
万
円
（
一
〇
九
口
）

申
込
単
位
（
一
口
あ
た
り
）：
五
万
円
／
口
（
内
訳
：
出
資
金
五
万
円　

取
扱
手
数
料
〇
円
）（
上
限
口
数
：
一
〇
九
口
）

募
集
受
付
期
間
：
二
〇
一
八
年
一
一
月
二
六
日
〜
二
〇
一
九
年
一
一
月
三
〇
日

予
想
リ
ク
ー
プ
累
計
売
上
金
額
（
税
込
）：
一
二
五
八
万
二
五
五
七
円

ま
た
、
参
加
人
数
は
、
一
三
九
人
で
あ
り
、
こ
れ
に
機
関
投
資
家
が
加
わ
っ
て
い
る
。
募
集
金
額
は
満
額
に
達
し
、
現
在
運
用
中

で
あ
る
。

以
下
、
同
フ
ァ
ン
ド
の
取
り
組
み
内
容
を
見
て
み
よ
う
。

ま
ず
、
同
フ
ァ
ン
ド
の
営
業
者
は
、
株
式
会
社
キ
ャ
ン
サ
ー
ス
キ
ャ
ン
（
設
立
、
二
〇
〇
八
年
一
一
月
一
九
日
、
本
社
、
東
京
都

品
川
区
）
で
あ
り
、
同
社
は
「
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
と
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
で
人
と
社
会
を
健
康
に
す
る
」
を
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
し
、
人
工
知

能
技
術
を
活
用
し
た
最
先
端
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
、
ヘ
ル
ス
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
（
健
診
結
果
、
レ
セ
プ
ト
デ
ー
タ
等
）
の

科
学
的
な
解
析
、
特
定
検
診
・
が
ん
検
診
受
診
率
向
上
事
業
、
糖
尿
病
重
症
化
予
防
事
業
な
ど
に
取
り
組
み
、
全
国
四
〇
〇
以
上
の

市
町
村
か
ら
事
業
委
託
を
受
け
て
い
る
。
特
に
、
特
定
検
診
の
受
診
率
向
上
事
業
で
は
、
行
動
経
済
学
を
活
用
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
戦
略
で
非
常
に
高
い
受
診
率
向
上
効
果
を
達
成
し
、
九
〇
％
以
上
の
継
続
契
約
を
得
て
い
る
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
二
〇
一

七
年
に
日
本
初
の
Ｓ
Ｉ
Ｂ
事
業
を
国
保
保
険
者
に
実
施
し
て
い
る）

15
（

。

次
に
、
フ
ァ
ン
ド
の
対
象
事
業
は
、
広
島
県
と
広
島
県
内
の
竹
原
市
、
尾
道
市
、
福
山
市
、
府
中
市
、
三
次
市
、
庄
原
市
の
六
つ
の

市
に
お
け
る
、大
腸
が
ん
検
診
の
受
診
と
受
診
後
の
対
象
者
へ
精
密
検
査
の
受
診
を
推
奨
す
る
事
業
が
対
象
と
な
る
。
具
体
的
に
は
、
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案
内
対
象
者
を
Ａ
Ｉ
で
約
一
万
三
五
四
〇

名
選
定
し
、
検
診
の
案
内
を
送
付
す
る
こ

と
で
、
大
腸
が
ん
検
診
受
診
者
数
を
最
大

三
三
七
五
名
、
精
密
検
査
受
診
者
を
最
大

一
九
％
増
加
さ
せ
る
計
画
で
あ
る
。

第
三
に
、
事
業
目
的
は
、
受
診
者
数
を

増
加
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
早
期
発
見

に
よ
る
医
療
費
負
担
の
軽
減
が
図
る
と
と

も
に
、
自
治
体
の
コ
ス
ト
削
減
を
図
る
こ

と
と
さ
れ
て
い
る
。
特
に
後
者
に
つ
い
て

は
、
下
記
の
イ
メ
ー
ジ
図
で
説
明
さ
れ
て

い
る
（
図
表
２
参
照
）。

第
四
に
、
こ
の
フ
ァ
ン
ド
の
ス
キ
ー
ム

は
、
次
の
よ
う
に
図
解
さ
れ
て
い
る
（
図

表
３
参
照
）。
こ
こ
で
は
、ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ

ン
デ
ィ
ン
グ
の
出
資
者
と
（
一
財
）
社
会

的
投
資
推
進
財
団
と
が
異
な
る
条
件
で
、

匿
名
出
資
組
合
に
出
資
を
す
る
と
と
も

図表２　SIBによる行政コスト削減イメージ

10％行政コスト軽減

10％投資家リターン固定の行政コスト削減

行政コストの軽減イメージ

ＳＩＢ導入時

通常の業務委託

50％行政コスト 30％成果連動型
委託費

100％行政コスト

（出所）同社HP、https://www.securite.jp/fund/detail/4831（2020年１月21日、アクセス）

図表３　本案件のスキーム図

サービスの提供

営業者：株式会社キャンサースキャン

成果に応じた分配

返済

資金移動

金融機関

（一財）社会的投資推進財団

出資者

成果に応じた分配

匿名組合契約・出資
成果に応じた分配

匿名組合契約・出資

業務委託契約

成果に応じた報酬の支払い

案件組成
支援　　

案件組成
支援

中間支援組織
株式会社ケイスリー

検診機関第三者評価

広島県
竹原市
尾道市
福山市
府中市
三次市
庄原市

広島県民・対象市民の住民の方々

受診報告

事
業
成
果
の
評
価

資
金
移
動

（出所）同社HP、https://www.securite.jp/fund/detail/4831（2020年１月21日、アクセス）
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に
、
金
融
機
関
も
資
金
提
供
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
中
間
支
援
組
織
の
ケ
イ
ス
リ
ー

は
、
前
述
の
よ
う
に
Ｓ
Ｉ
Ｂ
を
含
む
社
会
的
イ
ン
パ
ク
ト
投
資
に
関
す
る
研
究
開
発
や

導
入
支
援
を
行
っ
て
お
り
、
こ
の
案
件
で
も
ス
キ
ー
ム
参
加
組
織
・
機
関
の
座
組
み
や

資
金
調
達
ス
キ
ー
ム
の
検
討
・
調
整
な
ど
を
含
め
全
面
的
に
関
わ
っ
て
い
る
。

第
五
に
、
こ
の
ス
キ
ー
ム
は
、
自
治
体
か
ら
営
業
者
へ
の
支
払
額
は
、
成
果
連
動
型

と
な
っ
て
お
り
、
成
果
に
連
動
し
て
増
加
す
る
こ
と
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
そ
こ
か

ら
支
払
わ
れ
る
出
資
者
へ
の
分
配
金
も
、
そ
れ
に
連
動
し
て
増
加
す
る
。
た
だ
し
、
事

業
計
画
値
の
上
限
が
設
定
さ
れ
て
い
る
た
め
、
こ
れ
を
上
回
る
成
果
が
得
ら
れ
て
も
成

果
報
酬
額
は
そ
れ
以
上
に
増
加
せ
ず
、
出
資
者
へ
の
分
配
金
額
も
同
様
に
増
加
し
な
い

（
図
表
４
参
照
）。
自
治
体
の
側
か
ら
す
る
と
、
支
払
額
は
一
定
額
を
上
回
る
こ
と
は
な

く
、
コ
ス
ト
削
減
の
最
低
額
が
予
め
設
定
さ
れ
て
い
る
と
い
え
る
。

な
お
、
分
配
額
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
、
下
図
が
示
さ
れ
て
い
る
（
図
表
５

参
照
）。
こ
こ
で
、売
上
金
額
と
さ
れ
て
い
る
の
は
、分
配
金
の
総
額
を
意
味
し
て
お
り
、

年
間
売
上
金
額
が
三
三
一
万
五
〇
〇
〇
円
に
達
し
た
と
き
、
一
〇
〇
％
の
回
収
が
見
込

め
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。

本
Ｓ
Ｉ
Ｂ
ス
キ
ー
ム
の
概
要
は
、
上
記
の
と
お
り
で
あ
り
、
こ
こ
に
は
次
の
点
で
工

夫
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

ま
ず
、
事
業
内
容
の
分
か
り
や
す
さ
と
い
う
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。
前
述
の
よ
う
に
、

図表4　成果報酬のマトリックス
（単位：千円）

区分 大腸がん検診（一次検診）受診者増加数
０人 675人 1,125人 1,575人 1,800人 2,475人 2,700人 2,925人 3,150人 3,375人

精
密
検
査
受
診
率
※

+0% 0 0 0 0 0 330 543 756 969 1,182
+2% 0 0 0 2,265 2,517 3,272 3,523 3,775 4,026 4,278
+3% 971 1,854 2,362 2,871 3,125 3,887 4,371 4,639 5,166 5,448
+5% 2,463 3,555 4,077 4,855 5,131 5,958 6,234 6,510 7,143 7,433
+7% 3,955 5,255 5,792 6,680 6,964 7,814 8,097 8,380 9,120 9,418

+11% 6,939 8,655 9,221 10,330 10,629 11,888 12,445 12,759 13,074 13,388
+17% 11,416 13,756 14,365 16,637 16,975 17,990 18,328 18,414 18,414 18,414
+19% 12,908 15,456 16,079 18,414 18,414 18,414 18,414 18,414 18,414 18,414 事業計画値

※　精密検査受診率の正式な基準値は今後公表される平成29年度の数値を前提と致します。
（出所）同社HP、https://www.securite.jp/fund/detail/4831（2020年1月22日、アクセス）
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初
期
段
階
で
の
英
米
の
Ｓ

Ｉ
Ｂ
導
入
案
件
は
、
刑
務

所
の
受
刑
者
に
対
す
る
再

犯
防
止
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ

り
、
そ
れ
が
重
要
な
社
会

的
イ
ン
パ
ク
ト
を
有
す
る

こ
と
は
理
解
で
き
る
も
の

の
、
そ
の
内
容
は
必
ず
し

も
分
か
り
や
す
い
も
の
と

は
い
え
な
か
っ
た
。
し
か

し
、
本
Ｓ
Ｉ
Ｂ
ス
キ
ー
ム

の
事
業
内
容
は
、
地
域
住

民
に
対
す
る
受
診
率
向
上

プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
り
、
出

資
者
に
と
っ
て
分
か
り
や

す
い
も
の
と
な
っ
て
い

る
。
Ｓ
Ｉ
Ｂ
を
ク
ラ
ウ
ド

フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
・
プ

図表５　分配額のシミュレーション

（１口30,000円の出資の場合）

売上金額
（年間） 売上金額 １口

分配金額 償還率
源泉徴収後

１口
分配金額

源泉徴収後
償還率

¥0 ¥0 ¥0 0.0% ¥0 0.0%
¥2,000,000 ¥4,000,000 ¥18,099 60.3% ¥18,099 60.3%
¥2,500,000 ¥5,000,000 ¥22,624 75.4% ¥22,624 75.4%
¥3,000,000 ¥6,000,000 ¥27,149 90.5% ¥27,149 90.5%
¥3,315,000 ¥6,630,000 ¥30,000 100.0% ¥30,000 100.0% 損益分岐
¥3,400,000 ¥6,800,000 ¥30,769 102.6% ¥30,612 102.0%
¥3,482,000 ¥6,964,000 ¥31,511 105.0% ¥31,203 104.0%
¥4,000,000 ¥8,000,000 ¥31,651 105.5% ¥31,314 104.4%
¥4,500,000 ¥9,000,000 ¥31,787 106.0% ¥31,423 104.7%
¥5,000,000 ¥10,000,000 ¥31,923 106.4% ¥31,531 105.1%
¥5,500,000 ¥11,000,000 ¥32,059 106.9% ¥31,639 105.5%
¥6,000,000 ¥12,000,000 ¥32,194 107.3% ¥31,746 105.8%
¥6,380,000 ¥12,760,000 ¥32,298 107.7% ¥31,829 106.1%
¥6,500,000 ¥13,000,000 ¥32,308 107.7% ¥31,837 106.1%
¥7,000,000 ¥14,000,000 ¥32,354 107.8% ¥31,874 106.2%
¥7,500,000 ¥15,000,000 ¥32,399 108.0% ¥31,910 106.4%
¥8,000,000 ¥16,000,000 ¥32,444 108.1% ¥31,945 106.5%
¥8,500,000 ¥17,000,000 ¥32,489 108.3% ¥31,981 106.6%
¥9,000,000 ¥18,000,000 ¥32,535 108.5% ¥32,018 106.7%
¥9,207,000 ¥18,414,000 ¥32,553 108.5% ¥32,032 106.8% 事業計画

（注１） 匿名組合員に対する出資１口あたり分配金額は、上記に記載の算出式に基づいて計算されます。
（注２） 表中の償還率は、次の算出式によって計算される全会計期間に係る１口あたり分配金額の合

計額を基にした償還率であって、年率ではありません。１口30,000円の出資金に対し、１口
分配金額が30,000円となる時点を償還率100％としています。

　　　　　匿名組合員に対する出資金１口あたり分配金額／30,000円
（注３） 匿名組合員への損益の分配について、利益が生じた場合は当該利益の額に対して20.42％（復

興特別所得税0.42％含む）の源泉税徴収が行われます。なお、将来税率が変更された場合には、
変更後の税率により計算が行われます。また、利益とは出資者に対する分配金額が匿名組合
出資金額を超過した場合における当該超過額をいいます。したがって、匿名組合員に対する
分配が行われても、利益が生じるまでは源泉徴収は行われません。

（出所）同社HP、https://www.securite.jp/fund/detail/4831（2020年１月21日、アクセス）
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ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
で
実
施
す
る
場
合
、
こ
の
よ
う
に
一
般
市
民
に
分
か
り
や
す
い
案
件
を
発
掘
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

次
に
、
成
果
の
透
明
化
と
い
う
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。
Ｓ
Ｉ
Ｂ
ス
キ
ー
ム
の
難
し
さ
は
、
社
会
的
イ
ン
パ
ク
ト
の
測
定
が
容
易
で
な

い
と
い
う
点
で
あ
る
。
Ｓ
Ｉ
Ｂ
ス
キ
ー
ム
で
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
施
の
効
果
を
実
施
前
後
と
比
較
し
た
う
え
で
、
客
観
的
に
測
定

し
、
そ
の
効
果
を
金
銭
的
に
評
価
す
る
必
要
が
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
作
業
は
容
易
で
は
な
い
。
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、

社
会
的
イ
ン
パ
ク
ト
は
多
様
で
あ
り
、測
定
困
難
で
あ
る
う
え
、客
観
的
な
金
銭
換
算
は
さ
ら
に
困
難
で
あ
る
。
し
か
し
、本
ス
キ
ー

ム
で
は
、
成
果
を
受
診
率
向
上
と
い
う
点
に
限
定
し
、
客
観
的
に
測
定
し
や
す
い
も
の
と
し
、
透
明
性
を
確
保
し
て
い
る
。

第
三
に
、
ス
キ
ー
ム
の
分
か
り
や
す
さ
と
い
う
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。
上
記
の
よ
う
に
、
こ
の
ス
キ
ー
ム
で
は
、
出
資
者
へ
の
分
配
金

を
簡
明
な
マ
ト
リ
ッ
ク
ス
で
表
示
し
て
お
り
、
成
果
と
分
配
金
と
の
関
係
が
出
資
者
に
と
っ
て
分
か
り
や
す
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
工
夫
が
本
ス
キ
ー
ム
の
募
集
を
成
功
さ
せ
た
要
因
と
な
っ
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

ま
と
め

以
上
の
よ
う
に
、
国
内
外
の
Ｓ
Ｉ
Ｂ
の
現
況
を
概
観
し
た
上
で
、
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
よ
る
Ｓ
Ｉ
Ｂ
の
導
入
事
例
を
考

察
し
た
。
こ
の
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
利
用
し
た
Ｓ
Ｉ
Ｂ
案
件
に
お
い
て
、
募
集
が
成
功
し
た
こ
と
は
、
今
後
こ
の
分
野
の

ブ
レ
ー
ク
ス
ル
ー
に
な
る
も
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

た
だ
し
、
今
後
さ
ら
に
拡
大
す
る
た
め
に
は
、
少
な
く
と
も
次
の
課
題
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

ま
ず
、
Ｓ
Ｉ
Ｂ
の
場
合
、
調
達
金
額
を
考
え
る
と
、
金
融
商
品
と
し
て
の
組
成
コ
ス
ト
が
必
ず
し
も
低
く
な
い
。
筆
者
も
Ｓ
Ｉ
Ｂ

組
成
に
関
与
し
た
が
、
ス
キ
ー
ム
の
設
計
は
容
易
で
は
な
く
、
実
現
す
る
に
は
か
な
り
の
ハ
ー
ド
ル
を
越
え
る
必
要
が
あ
る
。
Ｓ
Ｉ

Ｂ
の
場
合
、事
業
者
だ
け
で
な
く
、評
価
機
関
や
支
援
機
関
も
関
与
し
、さ
ら
に
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
利
用
す
る
と
プ
ラ
ッ
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ト
フ
ォ
ー
ム
運
営
者
も
関
与
す
る
た
め
、
こ
れ
ら
の
事
業
者
に
支
払
わ
れ
る
報
酬
が
組
成
コ
ス
ト
と
な
る
。
案
件
の
規
模
が
大
き
け

れ
ば
、
こ
れ
ら
の
コ
ス
ト
を
吸
収
し
や
す
い
が
、
Ｓ
Ｉ
Ｂ
の
場
合
、
そ
れ
ほ
ど
の
大
型
案
件
で
な
い
場
合
も
多
く
、
組
成
コ
ス
ト
を

削
減
す
る
工
夫
が
必
要
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

次
に
、ス
キ
ー
ム
の
分
か
り
や
す
さ
と
い
う
点
も
課
題
で
あ
ろ
う
。
本
稿
で
取
り
上
げ
た
案
件
が
募
集
に
成
功
し
た
要
因
と
し
て
、

比
較
的
ス
キ
ー
ム
が
分
か
り
や
す
く
、
一
般
の
投
資
家
に
も
理
解
し
や
す
い
点
が
指
摘
で
き
る
。
Ｓ
Ｉ
Ｂ
の
場
合
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
イ

ン
パ
ク
ト
を
測
定
し
、
そ
れ
を
金
銭
的
に
評
価
す
る
こ
と
で
、
投
資
家
に
収
益
を
分
配
す
る
と
い
う
点
に
特
徴
が
あ
り
、
様
々
な
工

夫
が
重
ね
ら
れ
て
い
る
が
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
イ
ン
パ
ク
ト
の
測
定
は
、
技
術
的
に
容
易
で
は
な
い
だ
け
で
な
く
、
測
定
を
精
緻
化
・
高

度
化
す
る
と
、
逆
に
個
人
投
資
家
に
は
理
解
し
に
く
く
な
っ
て
し
ま
う
可
能
性
が
あ
る
。
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
利
用
す
る

場
合
、
個
人
投
資
家
に
も
分
か
り
や
す
い
ス
キ
ー
ム
の
工
夫
も
必
要
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

第
三
に
、
透
明
性
の
確
保
と
い
う
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。
Ｓ
Ｉ
Ｂ
は
、
行
政
コ
ス
ト
な
ど
を
削
減
し
、
そ
の
効
果
を
リ
タ
ー
ン
と
し

て
ス
キ
ー
ム
の
参
加
者
に
分
配
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
そ
の
際
の
分
配
比
率
を
合
理
的
に
設
定
し
、
そ
の
決
定
過
程
や
理
由
を
透
明

化
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
そ
の
た
め
の
配
慮
と
工
夫
も
必
要
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
利
用
し
て
Ｓ
Ｉ
Ｂ
の
資
金
調
達
を
行
う
こ
と
は
必
ず
し
も
容
易
で
は
な
く
、
対
象
案

件
も
限
定
さ
れ
る
可
能
性
も
あ
る
が
、
今
後
、
高
齢
社
会
・
人
口
減
少
が
進
展
し
、
行
政
コ
ス
ト
削
減
の
必
要
性
が
高
ま
る
こ
と
を

考
え
る
と
、
社
会
的
に
重
要
な
ス
キ
ー
ム
と
し
て
期
待
さ
れ
る
。
ま
た
、
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
よ
る
Ｓ
Ｉ
Ｂ
の
活
用
は
、

コ
ス
ト
削
減
効
果
だ
け
で
な
く
、
投
資
家
の
意
識
改
革
と
い
う
効
果
も
あ
る
こ
と
も
指
摘
さ
れ
て
い
る）

16
（

。
つ
ま
り
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
イ

ン
パ
ク
ト
投
資
を
行
う
こ
と
で
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
へ
の
参
加
意
識
が
高
ま
り
、金
銭
的
リ
タ
ー
ン
以
外
の
リ
タ
ー
ン
（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

リ
タ
ー
ン
）
へ
の
関
心
が
高
ま
る
と
い
う
効
果
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
に
調
査
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
興
味
深
い
指
摘
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だ
と
思
わ
れ
る
。

（
謝
辞
）
本
稿
は
、
桃
山
学
院
大
学
共
同
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
一
七
連
二
五
九
：Locavesting

の
考
え
方
に
基
づ
く
関
西
、
中
・
四
国
地
域
経
済
圏

の
地
域
再
生
の
た
め
の
金
融
的
方
策
の
研
究
）
の
成
果
の
一
つ
で
す
。
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
よ
る
支
援
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
本
稿

を
作
成
す
る
に
際
し
、
相
澤
一
沙
氏
（
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
ズ
株
式
会
社
）
お
よ
び
幸
地
正
樹
氏
（
ケ
イ
ス
リ
ー
株
式
会
社
）
か
ら
有

益
な
ご
教
示
を
賜
り
ま
し
た
。
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

注（
１
）　

同
組
織
Ｈ
Ｐ
、https://w

w
w
.socialfinance.org.uk/

（
二
〇
二
〇
年
一
月
二
八
日
、
ア
ク
セ
ス
）

（
２
）　

集
計
時
点
が
明
示
さ
れ
て
い
な
い
が
、
こ
こ
で
挙
げ
ら
れ
て
い
る
導
入
事
例
の
う
ち
、
最
新
事
例
が
二
〇
一
九
年
五
月
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

実
施
案
件
数
に
つ
い
て
は
、
こ
の
時
点
と
思
わ
れ
る
。

同
組
織
Ｈ
Ｐ
、https://sibdatabase.socialfinance.org.uk/

（
二
〇
二
〇
年
一
月
二
八
日
、
ア
ク
セ
ス
）

（
３
）　

海
外
の
事
例
に
つ
い
て
は
、
塚
本
一
郎　

金
子
郁
容
編
﹇
二
〇
一
六
﹈
第
五
〜
九
章
に
詳
し
く
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

（
４
）　

八
王
子
市
「
成
果
報
酬
型
官
民
連
携
モ
デ
ル
事
業
」（
二
〇
一
八
年
一
〇
月
一
一
日
）

https://w
w
w
.city.hachioji.tokyo.jp/kurashi/hoken/kennsinn/p023983.htm

l

（
二
〇
二
〇
年
一
月
三
〇
日
、
ア
ク
セ
ス
）

（
５
）　

神
戸
市
「
日
本
初
『
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
イ
ン
パ
ク
ト
・
ボ
ン
ド
（
Ｓ
Ｉ
Ｂ
）』
神
戸
市
、
社
会
的
投
資
推
進
財
団
、
Ｄ
Ｐ
Ｐ
ヘ
ル
ス
パ
ー
ト
ナ
ー

ズ
、
三
井
住
友
銀
行
、
Ｓ
Ｍ
Ｂ
Ｃ
信
託
銀
行
が
導
入
〜
「
糖
尿
病
性
腎
症
等
の
重
症
化
予
防
Ｓ
Ｉ
Ｂ
」
で
人
工
透
析
へ
の
移
行
を
予
防
〜
」

二
〇
一
七
年
七
月
二
〇
日
、
参
照
。
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https://w
w
w
.city.kobe.lg.jp/a57337/shise/press/press_back/2017/201707/20170720040801.htm

l

（
二
〇
二
〇
年
一
月
二

八
日
、
ア
ク
セ
ス
）

（
６
）　

一
般
財
団
法
人
社
会
的
投
資
推
進
財
団
﹇
二
〇
一
七
﹈
一
〇
頁
、
参
照
。

（
７
）　

こ
の
事
例
に
つ
い
て
は
、
以
下
参
照
。
ケ
イ
ス
リ
ー
「
日
本
初
『
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
イ
ン
パ
ク
ト
・
ボ
ン
ド
』
出
資
契
約
締
結
〜
成
果
連
動

型
の
新
し
い
官
民
連
携
手
法
を
八
王
子
市
に
て
導
入
〜
」（
二
〇
一
七
年
八
月
一
四
日
）https://w

w
w
.k-three.org/blog/sib-

hachioji
（
二
〇
二
〇
年
一
月
二
八
日
、
ア
ク
セ
ス
）、
同
「
八
王
子
市
の
『
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
イ
ン
パ
ク
ト
・
ボ
ン
ド
』
事
業
、
早
期
が
ん

発
見
者
数
増
加
に
向
け
、
中
間
成
果
目
標
を
達
成
〜
初
回
の
成
果
連
動
型
支
払
い
を
実
行
〜
」

https://w
w
w
.k-three.org/blog/hachioji-sib-report

（
二
〇
二
〇
年
一
月
二
八
日
、
ア
ク
セ
ス
）

（
８
）　

以
下
の
記
述
は
、
同
社
Ｈ
Ｐ
に
依
拠
し
て
い
る
。https://w

w
w
.k-three.org/

（
二
〇
二
〇
年
一
月
二
六
日
、
ア
ク
セ
ス
）

（
９
）　

同
社
Ｈ
Ｐ
、https://w

w
w
.k-three.org/sib

（
二
〇
二
〇
年
一
月
二
六
日
、
ア
ク
セ
ス
）

（
10
）　

同
社
Ｈ
Ｐ
、https://w
w
w
.k-three.org/investm

ent

（
二
〇
二
〇
年
一
月
二
六
日
、
ア
ク
セ
ス
）

（
11
）　

同
社
Ｈ
Ｐ
、https://w

w
w
.k-three.org/m

easurem
ent

（
二
〇
二
〇
年
一
月
二
六
日
、
ア
ク
セ
ス
）

（
12
）　

同
社
Ｈ
Ｐ
、https://w

w
w
.securite.jp/sib

（
二
〇
二
〇
年
一
月
二
〇
日
、
ア
ク
セ
ス
）

（
13
）　

同
上
、
参
照
。

（
14
）　

同
上
、
参
照
。

（
15
）　

キ
ャ
ン
サ
ー
ス
キ
ャ
ン
Ｈ
Ｐ
、https://cancerscan.jp/com

pany/
（
二
〇
二
〇
年
一
月
二
一
日
、
ア
ク
セ
ス
）

（
16
）　

セ
キ
ュ
リ
テ
Ｈ
Ｐ
「
イ
ン
パ
ク
ト
投
資
を
考
え
る
（
二
）」
二
〇
一
九
年
一
〇
月
二
二
日
、https://w

w
w
.securite.jp/new

s/

director_blog?a=43

（
二
〇
二
〇
年
一
月
二
九
日
、
ア
ク
セ
ス
）
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